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 研究協力者 A 県 B 市 C 中学校の 1 年生 220 名が研究協力者として本研究に参加した。
なお，C 中学校と校区内の小学校の間では，中学校入学前に中学校見学や中学校教師の出
前授業などの小中連携のための特別な取り組みは行われていない。 
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 調査時期 2012 年 6 月に実施された。 





その後，教員養成系大学の大学院で心理学を専攻する現職教員 5 名（小学校 1 名，中学
校 3 名（うち 1 名は養護教諭），高等学校 1 名）と心理学を専攻とする大学教員 1 名の計
6 名によって項目の検討が行われた。その結果，友人関係に関することがら 4 項目，学習
に関することがら 3 項目，教師に関することがら 4 項目，部活動に関することがら 3 項
目，中学校の生活に関することがら 4 項目の計 18 項目からなる中学校に対する認知のズ










 調査時期 2013 年 10 月に実施された。 







身について答えて下さい」という質問に対して「5 あてはまる，4 ややあてはまる，3 ど
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 中学校に対する認知のズレ測定尺度（PDI ）の開発（分析 1） 予備調査で開発され
た PDI の因子構造を検討するため，入学直後の様子に対する 18 項目について主因子法
による探索的因子分析をおこなった。初期の固有値の減衰状況（3.36，2.59，1.78，1.50，
1.27，1.06，･･･ ）から 3 因子構造を仮定し，主因子法－プロマックス回転による探索
的因子分析を行った。因子負荷量，因子の解釈の可能性を考慮した結果，最終的に 3 因







第 1 因子と第 2 因子間で r=.22，
第 1 因子と第 3 因子間で r=.40，













を G 群，平均値－1/2SD 以下を
P 群として G-P 分析を行ったと
ころ，全ての項目において有意




 12自分がいじめられることはない .74 -.14 -.06
  9クラスでひとりぽっちになることはない .73 -.03 .08
  1クラスの人と仲良くできる .73 .01 .04
  6他の小学校出身の人とも友だちになれる .54 .15 -.17
 11中学校の生活にはすぐ慣れる .50 .02 .18
  8制服を着るのはめんどうではない .48 -.08 -.12
【教師への親近感】　α =.81
 13中学校の先生はおもしろい .03 .82 -.07
 14中学校の授業はおもしろい .03 .74 -.04
 10中学校の先生は話しやすい .07 .67 -.01
  2中学校の先生はやさしい -.17 .58 .11
  5中学校の先生はほとんどおこらない -.09 .52 .03
【部活動への参加意欲】　α =.80
 18部活動についていける .03 -.06 .92
 17部活動の練習は楽しい -.08 .05 .76
 16部活動の先ぱいはやさしい -.05 -.02 .64
因子間相関                   第1因子 － .22 .40
第2因子 － .36
第3因子 －
- 4 - 
であり，尺度の程度を弁別する有効性を有していた。また，探索的因子分析で得られた
各因子を潜在変数とした仮説的モデルを作成し，共分散構造分析を行ったところ適合度
指数は GFI=.91，AGFI=.87，RMSEA=.05 であり，概ね妥当な尺度であると判断された。  
 認知のズレと学校適応感との関係の検討（分析 2） PDI の下位尺度別に，最低値か
ら平均値－1/2SD までを L 群，平均値－1/2SD から平均値＋1/2SD までを M 群，平均値
＋1/2SD から最高値までを H 群の 3 水準に分類した後，ASSESS の下位尺度得点を PD
水準（L 群・M 群・H 群）と性別（男子・女子）に整理した（Table2）。次に，中学校生
活に対する認知のズレと学校適応感との関係を検討するため，ASSESS の下位尺度得点
を従属変数とし，PD 尺度の下位尺度別水準（群）と性を独立変数とする 2 要因の分散分
析を行った。その結果，「学校生活に対する自信」群と性の交互作用が「生活満足感」（L
群：F(1,133)=4.34,p<.05）において有意であり，女子群よりも男子群の得点が高かった。
また，「友人サポート」（M 群：F(1,128)=17.18,p<.001 ；H 群：F(1,128)=6.66,p<.05）にお
いても交互作用が有意であり，どちらも男子群よりも女子群の得点が高かった。さらに，
「教師への親近感」群と性の交互作用が「非侵害的関係」（L 群：F(1,133)=5.10,p<.05）
において有意であり，女子群よりも男子群の得点が高かった。    
また，群間の主効果は以下の通りみられた。「学校生活に対する自信」の群間の主効果
が「非侵害的関係」（F(2,122)=18.46,p<.001）においてみられ，L 群，M 群，H 群の順に
得 点 は 高 く な っ て い た 。「 教 師 へ の 親 近 感 」 の 群 間 の 主 効 果 は 「 生 活 満 足 感 」
（F(2,122)=7.48,p<.01）と「教師サポート」（F(2,122)=16.29,p<.001）にみられ，いずれも
L 群よりも M 群・H 群の得点が高かった。「部活動への参加意欲」の群間の主効果が「教

















信」が低かった場合，2 学期になっても友人関係は良好であるとはいえず，中学校の生活  











n M SD M SD M SD M SD M SD M SD
学校生活への自信 L群 男 10 14.70 6.34 14.60 6.10 16.80 4.37 13.90 5.13 16.60 2.63 14.70 2.91
女 17 10.82 4.73 11.53 5.21 15.24 5.47 13.29 4.16 16.06 3.91 12.47 3.86
M群 男 23 14.61 4.70 14.39 4.55 16.52 3.65 17.91 4.49 16.43 4.63 13.70 5.45
女 24 17.00 4.20 13.71 4.01 21.50 3.24 17.38 4.05 18.88 3.29 13.08 4.62
H群 男 34 18.56 3.71 15.41 4.87 19.56 4.18 19.44 4.14 17.29 3.97 15.88 5.86
女 20 19.50 2.95 15.90 4.20 22.45 2.14 20.45 4.21 19.75 2.51 14.95 5.85
教師への親近感 L群 男 20 14.70 5.47 11.20 3.81 17.40 5.48 19.50 4.65 14.65 4.36 13.00 5.19
女 15 13.07 5.19 10.67 4.50 18.13 5.67 15.33 5.88 17.00 3.53 12.60 5.60
M群 男 24 16.67 4.69 15.33 4.03 17.71 3.26 18.00 3.60 17.00 3.09 16.17 4.40
女 28 16.39 4.11 14.71 3.82 20.93 2.64 17.64 4.37 18.07 2.81 14.07 5.30
H群 男 23 18.26 3.99 17.78 4.62 19.13 3.86 16.96 5.67 18.74 3.73 15.39 6.23
女 18 18.17 5.95 15.06 5.08 20.33 6.19 18.22 4.77 20.00 4.07 13.44 3.65
部活動への参加意欲 L群 男 19 15.47 5.43 12.95 4.31 16.95 4.27 18.63 4.88 16.05 4.81 14.79 5.35
女 21 14.81 4.66 11.86 4.36 18.95 5.39 1671.00 4.82 18.05 3.29 13.38 5.87
M群 男 20 15.50 3.93 15.50 4.58 18.50 3.50 16.95 5.07 16.35 3.27 13.45 5.31
女 13 16.62 5.58 15.31 4.55 20.62 4.01 17.92 6.09 18.23 4.34 14.38 5.06
H群 男 28 18.21 4.77 15.89 5.26 18.61 4.65 18.54 4.43 17.86 3.86 16.14 5.41
女 27 16.85 5.52 14.63 4.63 20.67 4.62 17.33 4.57 18.07 3.39 13.22 4.10
Tab le2  　PD水準・性のASSESS下位尺度得点平均値および標準偏差
向社会的スキル 学習的適応生活満足感 教師サポート 友人サポート 非侵害的関係
学校生活への自信 群 18.46 ***
性 4.25 *
群×性 男7.63 ** 男5.07 **
女18.25 *** 女19.20 ***
教師への親近感 群 7.48 ** 16.28 *** 9.18 ***
性 4.55 * 5.86 *
群×性 L群5.10 *
部活動への参加意欲 群 5.30 **
性 6.29 * 5.14 *
群×性
















向社会的スキル 学習的適応生活満足感 教師サポート 友人サポート 非侵害的関係
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